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総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員長
　権田　清志
副委員長
　腰塚菜穂子
委員
　富岡　信吾
　大山美智子
　松本貢市郎
　小林　一貫
　須永　宣延
　林　　幸子

熊
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
お

よ
び
熊
谷
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

市
た
ば
こ
税
お
よ
び
個
人
市
民
税
の
影

響
額
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

試
算
で
は
、
市
た
ば
こ
税
は
約
５
千
万

円
の
増
額
、
個
人
市
民
税
は
約
２
５
０
万
円

の
減
額
と
な
る
。

　

個
人
市
民
税
の
減
額
の
内
訳
は
、
障
害
者

等
に
対
す
る
非
課
税
限
度
額
引
き
上
げ
に
よ

り
約
40
万
円
、
均
等
割
の
非
課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ
に
よ
り
約
１
２
０
万
円
、
所
得
割

の
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ
り
約
90

万
円
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
市
民
税
課
）

熊
谷
市
立
荻
野
吟
子
記
念
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
の
管
理
と
し
た
場
合
、
利

用
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
や
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
の
施
設
管
理
に
加
え
、
さ
ら

に
、
荻
野
吟
子
氏
に
関
す
る
詳
し
い
説
明
や
、

聖
天
山
や
能
護
寺
の
観
光
案
内
も
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

現
在
の
管
理
経
費
と
指
定
管
理
者
制
度

導
入
後
の
経
費
の
差
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

平
成
30
年
度
予
算
で
は
管
理
経
費
は
３

８
１
万
１
千
円
で
あ
り
、
指
定
管
理
者
制
度

導
入
後
も
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
金
額
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
社
会
教
育
課
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
熊
谷
市

消
防
本
部
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
ほ
か

改
修
工
事
）
に
つ
い
て

　

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
聴
覚
障
害
お
よ
び
視
覚
障
害
の
方
の
通

報
方
法
に
変
化
が
あ
る
の
か
、
ま
た
、
制
度

の
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
は
フ
ァ
ク
ス
を
使
用
し
て
通

報
し
て
い
た
が
、
今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
も
通
報
で
き
る
た
め
、
利
用
者
の
利
便
性

が
高
ま
る
。
福
祉
部
障
害
福
祉
課
や
熊
谷
市

社
会
福
祉
協
議
会
と
調
整
を
図
り
、
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
周
知
す
る
。

　

改
修
費
用
の
行
田
市
と
の
按あ
ん

分ぶ
ん

方
法
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

行
田
市
と
共
有
す
る
部
分
は
人
口
割
に

よ
り
熊
谷
市
が
７
、
行
田
市
が
３
と
な
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
消
防
署
、
分
署
お
よ
び
車
両
に
つ

い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
で
負
担
す
る
。

（
所
管
課
・
指
令
課
）

平
成
30
年
度 

熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
教

育
費
）
に
つ
い
て

　

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
配

置
事
業
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
資
格
要
件

お
よ
び
事
業
効
果
の
検
証
方
法
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
教
員
免
許
な
ど
の
資
格

は
必
要
な
い
が
、
20
歳
以
上
か
つ
現
に
学
校

の
保
護
者
で
な
い
方
と
す
る
。
事
業
効
果
に

つ
い
て
は
、
各
学
校
の
毎
月
の
勤
務
時
間
の

数
値
に
よ
り
教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ

て
い
る
か
検
証
を
行
う
。

　

ス
ク
ー
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
ス
タ
ッ
フ
配

置
事
業
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
は
、
各
学
校

の
ク
ラ
ス
数
に
応
じ
た
配
分
と
な
る
の
か
伺

い
た
い
。

　

今
年
度
は
規
模
に
関
係
な
く
各
校
１
人

の
配
置
と
し
、
今
後
の
増
員
は
効
果
の
検
証

等
を
行
い
な
が
ら
検
討
す
る
。

（
所
管
課
・
学
校
教
育
課
）

　

熊
谷
学
校
給
食
充
実
事
業
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
学
校
給
食
関
連
で
寄
附
を
い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

　

過
去
10
年
間
、
学
校
給
食
関
連
の
寄
附

は
な
い
。

（
所
管
課
・
教
育
総
務
課
）

指定管理者制度が導入され、サービス向上が
期待される荻野吟子記念館

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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請
願
第
14
号
「「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
日
本
政

府
の
署
名
と
批
准
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
を
求
め
る
請
願
」

賛
成
意
見　

・
本
請
願
は
ま
さ
に
非
核
の
政
府
を
求
め
る
請

願
で
あ
り
、
熊
谷
市
非
核
平
和
都
市
宣
言
に

沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
県
内
唯
一
の
戦
災
指

定
都
市
で
あ
る
熊
谷
市
が
意
見
書
を
上
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
、
請
願
に

賛
成
で
あ
る
。

・
先
の
大
戦
に
お
い
て
唯
一
の
核
被
爆
国
で
あ

る
わ
が
国
は
、
核
兵
器
の
非
人
道
性
を
広
く
国

際
社
会
に
訴
え
、
核
兵
器
に
よ
る
惨
禍
を
二

度
と
起
こ
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
先
頭
に
立
っ

て
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
重
責
を
担
う
立
場
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
か
ら
、
本
請
願
に
賛
成
で
あ
る
。

反
対
意
見　

・
現
在
の
日
本
は
、
領
土
を
獲
得
し
よ
う
と
狙

う
他
国
や
世
界
の
ル
ー
ル
を
守
れ
な
い
他
国

が
身
近
に
あ
る
。
日
本
の
安
全
を
期
す
た
め
に

は
、
米
国
の
核
の
傘
の
下
で
抑
止
力
に
依
存

す
る
以
外
に
な
い
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
請
願
に
反
対
で
あ
る
。

継
続
審
査
意
見　

・
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
さ
ら
に
慎
重
に

議
論
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
現
時

点
で
結
論
を
出
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る

た
め
、
継
続
審
査
と
し
た
い
。

・
ま
ず
は
、
Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
包
括
的
核
実
験
禁
止
条

約
、
Ｆ
Ｍ
Ｃ
Ｔ
核
兵
器
用
核
分
裂
性
物
質
生
産

禁
止
条
約
を
着
実
に
進
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
核
兵
器

不
拡
散
条
約
を
本
当
の
意
味
で
確
立
し
、
将

来
的
に
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
と
い
う
意
見
で
あ
る
。

請
願
第
12
号
「
海
外
で
戦
争
す
る
こ
と
を
許
さ

ず
、
日
本
国
憲
法
を
生
か
す
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
お
よ
び
請
願
第

13
号
「
日
本
国
憲
法
第
９
条
の
改
定
を
行
わ
な

い
よ
う
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」

賛
成
意
見　

・
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
含
み
、
ま
た

専
守
防
衛
を
逸
脱
し
、
立
憲
主
義
を
破
壊
す
る

安
全
保
障
関
連
法
を
前
提
と
し
、
海
外
で
戦
争

が
で
き
る
憲
法
に
改
定
す
べ
き
で
は
な
く
、
平

和
主
義
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
そ
し
て
国
民

主
権
の
３
原
則
が
真
に
生
か
さ
れ
る
政
治
を

実
現
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
下
の
安
全

保
障
環
境
に
鑑
み
、
９
条
の
改
定
で
は
な
く
、

領
域
警
備
法
の
制
定
と
憲
法
の
枠
内
で
の
周

辺
事
態
法
の
強
化
を
目
指
す
と
い
う
立
場
か

ら
、
引
き
続
き
２
つ
の
請
願
に
賛
成
で
あ
る
。

・
憲
法
改
定
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
大
切
な
戦
争
放
棄
の

条
項
を
な
く
す
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
埼
玉
県
内
で
唯
一
戦
争
に
よ
る
被
害

を
直
接
受
け
て
い
る
熊
谷
市
だ
か
ら
こ
そ
、
戦

争
反
対
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
の
保
持
と

国
の
交
戦
権
は
認
め
な
い
と
す
る
憲
法
９
条

を
守
れ
の
意
見
書
を
上
げ
る
意
味
は
大
き
く
、

多
く
の
熊
谷
市
民
の
願
い
だ
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
２
つ
の
請
願
の
採
択
を
求
め
る
。

反
対
意
見　

・
現
在
、
日
本
の
直
面
し
て
い
る
尖
閣
諸
島
や

竹
島
問
題
、
北
朝
鮮
の
動
向
を
み
て
も
、
安
心

で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
自
衛
隊
が
外
国

ま
で
戦
争
に
行
く
必
要
は
な
い
が
、
自
国
を

守
る
た
め
に
は
い
つ
で
も
戦
え
る
国
、
守
れ

る
自
衛
隊
に
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
意
見
書
の
提
出
に
反
対
で
あ
る
。

継
続
審
査
意
見　

・
憲
法
９
条
の
改
定
に
関
し
て
は
、
平
和
を
守

る
た
め
の
自
衛
隊
の
存
在
を
明
記
し
、
国
際

平
和
の
維
持
の
た
め
に
活
動
す
る
と
い
う
改

定
な
ら
ば
、
む
し
ろ
国
際
社
会
の
平
和
と
安

定
に
貢
献
す
る
の
で
は
な
い
か
。
わ
が
国
の

安
全
保
障
政
策
、
９
条
の
改
定
の
必
要
性
や

懸
念
事
項
に
つ
い
て
、
議
論
を
深
め
、
慎
重

に
進
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

・
継
続
審
査
と
な
っ
て
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
真
摯

に
向
き
合
っ
て
き
た
が
、
現
在
国
会
で
審
議

中
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
現
時
点
で
結
論

を
出
す
こ
と
は
時
期
尚
早
と
考
え
、
継
続
審

査
と
し
た
い
。

ヒートアイランド対策宣言都市・くまがや

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
に
つ
い
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　

市
長
公
室
、総
合
政
策
部
、総
務
部
、契
約
室
、　　

　

出
納
室
、消
防
本
部
、教
育
委
員
会
、

　

選
挙
管
理
委
員
会
、公
平
委
員
会
、

　

監
査
委
員
、固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
、

　

他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

環
境
産
業
常
任
委
員
会

　

環
境
部
、
産
業
振
興
部
、
農
業
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　

市
民
部
、
福
祉
部

都
市
建
設
常
任
委
員
会

　

都
市
整
備
部
、
建
設
部
、
水
道
部
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損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

当
該
給
水
管
の
布
設
か
ら
の
経

過
年
数
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

当
該
給
水
管
は
昭
和
41
年
に
布

設
さ
れ
て
お
り
、
経
過
年
数
は
52
年
で

あ
る
。

　

水
道
管
と
ガ
ス
管
と
の
離
隔
距

離
の
基
準
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

水
道
管
の
本
管
に
つ
い
て
の
基

準
は
国
等
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
給

水
管
に
つ
い
て
の
基
準
は
な
く
、
各
現

場
に
応
じ
た
最
大
の
離
隔
距
離
を
と
る

こ
と
と
な
る
。

（
所
管
課
・
工
務
課
）

平
成
30
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
土
木
費
）
に
つ
い
て

　

熊
谷
市
み
ど
り
の
基
金
の
現
在

高
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

平
成
30
年
３
月
31
日
現
在
、

１
３
４
３
万
２
７
７
９
円
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
公
園
緑
地
課
）

委員長
　小鮒　賢二
副委員長
　千葉　義浩
委員
　大久保照夫
　森　　新一
　三浦　和一
　野澤　久夫

都
市
建
設
常
任
委
員
会

環
境
産
業
常
任
委
員
会

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

　

前
回
購
入
時
か
ら
車
両
の
機
能

が
進
歩
し
て
い
る
点
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
の
点
は
加
味
し
た
の
か
伺
い

た
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
各
社
特
徴
は
あ
る
が
、

今
回
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
安
全
面
等

を
考
慮
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で
使
用
し
て

き
た
中
で
蓄
積
さ
れ
た
特
別
装
備
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
同
じ
条
件
、

同
じ
仕
様
で
最
も
安
価
の
業
者
に
決
定

し
た
。

（
所
管
課
・
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
）

平
成
30
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
農
林
水
産
業
費
）
に
つ
い
て

　

池
上
地
区
の
ほ
場
整
備
事
業
に

つ
い
て
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
が
行
わ
れ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
の
く
ら
い
の

金
額
の
調
査
を
想
定
し
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。

　

ほ
場
整
備
区
域
内
の
埋
蔵
文
化

財
調
査
に
つ
い
て
は
、
田
畑
に
つ
い
て

は
行
わ
ず
、
改
修
整
備
さ
れ
る
水
路
の

下
を
調
査
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

境
界
測
量
と
合
わ
せ
て
１
８
８
０
万
円

予
算
計
上
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
農
地
整
備
課
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
塵じ

ん

芥か
い

収
集
車
）

　

塵
芥
収
集
車
の
平
均
的
な
耐
用

年
数
と
入
れ
替
え
の
対
象
と
な
る
収
集

車
の
使
用
年
数
、
走
行
距
離
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　

塵
芥
収
集
車
に
つ
い
て
は
原
則

９
年
か
つ
10
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
入
れ

替
え
て
い
る
。
対
象
車
両
２
台
に
つ
い

て
は
、
２
０
１
９
年
１
月
の
入
れ
替
え

時
に
は
お
お
む
ね
９
年
、
走
行
距
離
も

12
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
と

な
る
。

　

今
回
の
車
両
に
は
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
は
付
い
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
装
備

す
る
。

　

こ
の
条
例
改
正
の
背
景
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

内
閣
府
が
実
施
し
て
い
る
地
方

分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集
制
度
の

中
で
、
平
成
29
年
度
に
複
数
の
市
か
ら

放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
の
拡

大
を
求
め
る
提
案
が
さ
れ
、
優
秀
な
人

材
を
広
く
登
用
で
き
る
よ
う
に
省
令
改

正
が
行
わ
れ
た
。そ
の
背
景
と
し
て
は
、

児
童
ク
ラ
ブ
の
業
務
経
験
が
豊
富
で
評

価
も
高
い
方
が
、
最
終
学
歴
が
中
学
校

卒
業
と
い
う
こ
と
で
、
放
課
後
児
童
支

援
員
に
な
れ
な
い
と
い
う
事
例
が
き
っ

か
け
に
あ
っ
た
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
増
え
る

と
、
従
事
す
る
支
援
員
も
増
や
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
そ
の

点
に
つ
い
て
本
市
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

　

人
材
の
確
保
は
、
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
教
員
免
許
や
保

育
士
の
資
格
を
有
し
て
い
る
方
は
限
ら

れ
て
い
る
た
め
、
臨
時
職
員
と
し
て
経

験
を
積
ま
れ
て
き
た
方
な
ど
に
お
声
掛

け
し
、
確
保
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
保
育
課
）

熊
谷
市
立
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

児
童
ク
ラ
ブ
は
、
ど
う
い
っ
た

状
況
、
条
件
に
よ
り
新
設
し
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
の
必
要
性
と
場
所
の

確
保
の
両
面
を
見
な
が
ら
整
備
し
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
待
機
児
童
数
や
、

今
後
の
入
学
者
数
、
児
童
数
に
対
し
て

の
児
童
ク
ラ
ブ
の
割
合
等
、
需
要
の
推

移
を
勘
案
し
、余
裕
教
室
等
設
置
ス
ペ
ー

ス
の
状
況
も
含
め
検
討
し
て
い
る
。

　

第
４
東
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
９
月
１

日
開
所
と
の
こ
と
だ
が
、
夏
休
み
期
間
の

利
用
が
可
能
に
な
ら
な
い
か
伺
い
た
い
。

　

夏
休
み
期
間
に
開
所
に
向
け
た
工

事
を
予
定
し
て
い
る
が
、
東
小
学
校
の
他

の
教
室
を
利
用
し
て
、
夏
休
み
か
ら
受

け
入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

（
所
管
課
・
保
育
課
）

熊
谷
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
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